
資料９－２

「新潟市精神障がい者地域移行・地域定着支援事業」の実施について 

１． 目 的  

精神科病院に長期間入院している精神障がい者のうち，病状が安定しており，受け入れ条

件が整えば退院可能である者に対し，入院中から退院に向けての個別支援を行うとともに，

退院後も地域において自立した生活が継続できるよう支援する。 

 

２． 対象者 

① 精神科病院に１年以上入院している者のうち，病状が安定しており受入れ条件が整えば

退院が可能な精神障がい者 
② 原則，入院前の住所を新潟市内に有する者 

 
３． 支援内容 

 ① 対象者の発掘 
   ⇒精神科病院に働きかけ、長期入院者の退院を促す活動を行う。 
 ② 個別支援 
   ⇒対象者との面接、退院するための課題整理、支援計画の作成を行い、 
    関係機関と連携し個別支援を行う。 
 ③ 地域移行支援部会、個別支援検討会の運営 

   ⇒地域移行支援部会では地域単位での課題を検討する。 
    個別支援検討会では、ケース毎の個別支援に関する内容を検討する。 
 
４． 会議等について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　　　　　   新潟市地域移行個別支援検討会新潟市精神障がい者地域移行支援部会(仮称)

　　<課題の整理・検討>
地域移行・地域定着に関する課題について，
参加者間で情報を共有し，解決策の具体的な
検討を行う。
<社会資源の整備>
既存の社会資源や仕組みの改善，及び開発の
可能性について検討する。

<対象者の選定>
対象者の利用決定及び期間延長，利用中
止の決定。
<個別支援の検討>
支援中のケースに関する，個別支援計画
の検討及び助言。

役割役割

　
　※次のうちから市長が依頼する委員

相談支援事業・障がい福祉サービス事業関係者，
教育関係機関担当者，雇用関係機関担当者，地域
包括支援センター担当者，社会福祉協議会担当
者，行政機関の職員，当事者及びその保護者又は
精神障がい者関係団体に属する者

構成メンバー
　
　※次のうちから市長が依頼する職員

精神科病院の職員，相談支援事業所の
職員，障がい福祉サービス事業所の職
員，その他必要な職員

構成メンバー

事業利用者の選定などの実務的な決定を行う
とともに，個別支援計画の検討や助言など個
別の事例について扱う。

事業全体の評価や，課題の整理と解決策の具
体的な検討を行う。また，部会で議論した意見に
ついて全体会に報告する。

会議等の開催日程（案） 

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10 月 11 月 12 月 1 月 2 月 3 月  

個別支援検討会   済 済  ◎済  ○  ○  ◎

 
地域移行支援部会            

※◎は県の事務局と合同で勉強会を実施予定 

年度内に設置予定


